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厚木市制60周年カウントダウン事業

第１回あつぎ子ども議会会議録

平成26年８月19日（火）午後1時15分開会

出 席 議 員 29 人

１番 相 川 中 学 校 宮 本 伊 織

２番 厚木第二小学校 赤 羽 根 遼

３番 戸 室 小 学 校 渡 部 花 音

４番 荻 野 中 学 校 菅 み の り

５番 厚木第二小学校 尾 﨑 舞 菜

６番 厚木第二小学校 菅 原 夏 樹

７番 南 毛 利 中 学 校 石 黒 恵 里

８番 南 毛 利 中 学 校 川 原 知 真

９番 相 川 中 学 校 有 坂 勇 希

10番 南 毛 利 中 学 校 岡 本 紗 弥

11番 南 毛 利 中 学 校 小 坂 麻 衣

12番 毛 利 台 小 学 校 小 久 保 里 咲

13番 厚 木 中 学 校 柴 田 真 那

14番 厚 木 小 学 校 猪 狩 舞

15番 戸 室 小 学 校 室 田 美 玲

16番 荻 野 中 学 校 ティンカークリスティーンシャロン

17番 厚木第二小学校 福 山 友 莉 香

18番 戸 室 小 学 校 内 村 日 香

19番 厚 木 小 学 校 宮 渕 萌

20番 相 川 小 学 校 宮 本 杏 彩

21番 厚 木 中 学 校 三 好 悠 太

22番 厚 木 中 学 校 幸 田 波 月

23番 厚 木 小 学 校 瀬 戸 大 雅

24番 厚 木 小 学 校 藤 川 瀬 名

25番 厚木第二小学校 吉 岡 聖 伶 菜

26番 厚 木 小 学 校 西 山 理 子

27番 厚 木 中 学 校 川 島 来 実

28番 小 鮎 中 学 校 丸 帆 夏

29番 厚木第二小学校 内 田 榛 平

欠 席 議 員 な し
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説明のための出席者 市 長 小 林 常 良

副 市 長 宮 台 功

副 市 長 鈴 木 勲

理 事 筋 野 晃 司

政 策 部 長 葉 山 神 一

市制60周年・東京オリンピック・

パラリンピック担当部長
相 原 保

総 務 部 長 石 井 勝

文 書 法 制 課 長 齊 藤 淳 一

財 務 部 長 髙 梨 良

福 祉 部 長 三 橋 正 保

市 民 健 康 部 長 秋 山 芳 彦

こ ど も 未 来 部 長 大 高 松 太 朗

市 民 協 働 推 進 部 長 串 田 聡

危 機 管 理 部 長 岩 澤 栄 一

環 境 農 政 部 長 栗 原 幹 夫

環 境 施 設 担 当 部 長 鈴 木 教 公

河 川 み ど り 部 長 星 野 一 郎

産 業 振 興 部 長 石 塚 修

ま ち づ く り 計 画 部 長 森 下 俊 春

許 認 可 担 当 部 長 瀬 戸 祐 明

市 街 地 整 備 部 次 長 髙 野 尚 志

まちづくり推進担当部長 田 中 轄 夫

道 路 部 長 久 保 田 三 義

国 県 道 調 整 担 当 部 長 小 泉 聡

会 計 管 理 者 小 瀬 村 惠 治

消 防 長 朝 倉 國 夫

病 院 事 業 局 長 杉 田 則 夫

教 育 長 平 井 広

教育委員会教育総務部長 松 本 徳 彦

教育委員会学校教育部長 宮 崎 昌 彦

教育委員会社会教育部長 山 田 茂 穂

選挙管理委員会事務局長 加 藤 毅

監 査 事 務 局 長 甘 利 良 行

農 業 委 員 会 事 務 局 長 平 野 亮 二

事 務 局 出 席 者 事 務 局 長 山 口 美 千 代

事 務 局 次 長 大 貫 秀 行

議 会 総 務 課 長 成 井 美 樹 男

議 会 総 務 課 副 主 幹 関 野 聡

議 会 総 務 課 主 査 見 上 加 苗

速 記 員 出 席 者 ㈱澤速記事務所速記士 大 場 久 美 子
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議 事 日 程

１ 議席の指定

２ 会議録署名議員の指名

３ 会期の決定

４ 一般質問

番号 学校名 子ども議員名 質問要旨

１ 相 川 中 学 校 宮 本 伊 織
厚木市長とは、どんな仕事をし、どのように市

を変えてゆくのですか。

２ 厚木第二小学校 赤羽根 遼 厚木市の長所と短所について

３ 戸 室 小 学 校 渡 部 花 音
厚木市ではどのようなことに一番多くの税金が

あてられているのか。

４ 毛 利 台 小 学 校 小久保 里咲 厚木市の将来像について

５ 荻 野 中 学 校 菅 み の り 子育てヘルパーについて

６ 厚木第二小学校 尾 﨑 舞 菜 市長が特に力を入れていることについて

７ 厚木第二小学校 菅 原 夏 樹
足などに障がいがある人にやさしいことについ

て

８ 南 毛 利 中 学 校 石 黒 恵 里

街灯が点滅していたり、一部に集中的に配置さ

れている。また、オレンジや黄色など少し見づ

らい色をしている。

９ 南 毛 利 中 学 校 川 原 知 真 市の安全について

10 相 川 中 学 校 有 坂 勇 希 相川交流プロジェクトについて

11 戸 室 小 学 校 内 村 日 香 大きな地震に備えた電柱の対策について

12 厚 木 中 学 校 柴 田 真 那 駅、駅周辺をきれいにしてほしいです。

13 厚 木 小 学 校 猪 狩 舞 ごみのポイ捨てについて

14 戸 室 小 学 校 室 田 美 玲
自然を大切にするために、または、生かすため

にどんな工夫をしているか。

15 南 毛 利 中 学 校 岡 本 紗 弥
もっとたくさんの人が使いやすいバスセンター

にはできないのか。

16 南 毛 利 中 学 校 小 坂 麻 衣 本厚木駅にお花が欲しい。

17 厚 木 小 学 校 宮 渕 萌 厚木市のマンション建設について（場所）

18 相 川 小 学 校 宮 本 杏 彩
なぜアミューを作ろうとしたのか、また、なぜ

アミューと言う名前になったのか。

19 厚 木 中 学 校 三 好 悠 太 専門店について

20 厚 木 中 学 校 幸 田 波 月 厚木市内の施設について

21 厚 木 小 学 校 瀬 戸 大 雅
厚木に大きなスポーツの専門店は出ないのです

か。
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番号 学校名 子ども議員名 質問要旨

22 厚 木 小 学 校 藤 川 瀬 名
厚木には、なぜJリーグチームがないのですか。

ぜひ作ってください。

23 荻 野 中 学 校

ティンカー

クリスティーン

シャロン

なぜ中学生は部活に行くとき、自転車に乗って

は駄目なのか。

24 厚木第二小学校 福山 友莉香 今の厚木市について

25 厚木第二小学校 吉岡 聖伶菜 市内小学生交流の場設置について

26 厚 木 小 学 校 西 山 理 子 学校の行事について

27 厚 木 中 学 校 川 島 来 実 給食について

28 小 鮎 中 学 校 丸 帆 夏
厚木市内全ての小中学校で自校式給食にする予

定はありますか。

29 厚木第二小学校 内 田 榛 平 教室のエアコンについて

本日の付議事件

１

～ 議事日程に同じ

４
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○山口美千代事務局長 皆様、こんにちは。

厚木市制60周年カウントダウン事業第１回あ

つぎ子ども議会にご参加をいただきまして、

まことにありがとうございます。

開会前に、出席者のご紹介をさせていただ

きます。

初めに、市の関係者を紹介させていただき

ます。

子ども議員の皆様から向かいまして左手前

列、右から、小林常良厚木市長です。

○小林常良市長 小林です。よろしくお願い

します。

○山口美千代事務局長 お隣が宮台功副市長

です。

○宮台 功副市長 宮台です。よろしくお願

いします。

○山口美千代事務局長 そのお隣が鈴木勲副

市長です。

○鈴木 勲副市長 鈴木です。こんにちは。

○山口美千代事務局長 右手前列にまいりま

して、平井広教育長です。

○平井 広教育長 平井です。よろしくお願

いします。

○山口美千代事務局長 中央が石井芳隆厚木

市議会議長です。

○石井芳隆議長 皆さん、よろしくお願いい

たします。

○山口美千代事務局長 両側の２列目以降に

つきましては市の各部長等となりますが、お

手元に配付の資料により紹介とさせていただ

きますので、よろしくお願いします。

次に、子ども議員の皆様を紹介いたしま

す。

子ども議員の前列から順に紹介しますの

で、名前が呼ばれましたら、元気よく返事を

していただき、起立、礼、着席の順でお願い

します。

相川中学校・宮本伊織議員。

○宮本伊織議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・赤

羽根遼議員。

○赤羽根 遼議員 はい。

○山口美千代事務局長 戸室小学校・渡部花

音議員。

○渡部花音議員 はい。

○山口美千代事務局長 荻野中学校・菅みの

り議員。

○菅 みのり議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・尾

﨑舞菜議員。

○尾﨑舞菜議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・菅

原夏樹議員。

○菅原夏樹議員 はい。

○山口美千代事務局長 南毛利中学校・石黒

恵里議員。

○石黒恵里議員 はい。

○山口美千代事務局長 南毛利中学校・川原

知真議員。

○川原知真議員 はい。

○山口美千代事務局長 相川中学校・有坂勇

希議員。

○有坂勇希議員 はい。

○山口美千代事務局長 南毛利中学校・岡本

紗弥議員。

○岡本紗弥議員 はい。

○山口美千代事務局長 南毛利中学校・小坂

麻衣議員。

○小坂麻衣議員 はい。

○山口美千代事務局長 毛利台小学校・小久

保里咲議員。

○小久保里咲議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木中学校・柴田真

那議員。

○柴田真那議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木小学校・猪狩舞

議員。

○猪狩 舞議員 はい。

○山口美千代事務局長 戸室小学校・室田美

玲議員。

○室田美玲議員 はい。

○山口美千代事務局長 荻野中学校・ティン

カークリスティーンシャロン議員。

○ティンカークリスティーンシャロン議員

はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・福
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山友莉香議員。

○福山友莉香議員 はい。

○山口美千代事務局長 戸室小学校・内村日

香議員。

○内村日香議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木小学校・宮渕萌

議員。

○宮渕 萌議員 はい。

○山口美千代事務局長 相川小学校・宮本杏

彩議員。

○宮本杏彩議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木中学校・三好悠

太議員。

○三好悠太議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木中学校・幸田波

月議員。

○幸田波月議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木小学校・瀬戸大

雅議員。

○瀬戸大雅議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木小学校・藤川瀬

名議員。

○藤川瀬名議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・吉

岡聖伶菜議員。

○吉岡聖伶菜議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木小学校・西山理

子議員。

○西山理子議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木中学校・川島来

実議員。

○川島来実議員 はい。

○山口美千代事務局長 小鮎中学校・丸帆夏

議員。

○丸 帆夏議員 はい。

○山口美千代事務局長 厚木第二小学校・内

田榛平議員。

○内田榛平議員 はい。

○山口美千代事務局長 それでは、理事者並

びに子ども議員の皆様、恐れ入りますがご起

立願います。

一同、礼。

ご着席願います。

ここで石井芳隆厚木市議会議長よりご挨拶

をいただきます。

○石井芳隆議長 子ども議員の皆さん、こん

にちは。本日は、厚木市制60周年カウントダ

ウン事業第１回あつぎ子ども議会に出席をい

ただきまして、まことにありがとうございま

す。私は、厚木市議会議長の石井芳隆と申し

ます。

今、私たちがいますこの議場は、厚木市民

に選ばれた厚木市議会議員の皆さんが、市民

の暮らし、そして大切なことなどを市長さん

や部長さんたちにいろいろお話を聞いたり議

論をしたり、そして決定していく場所であり

ます。議会については、学校などで皆さんた

ちもいろいろ学んでいると思います。実際に

この議場に入り、皆さんが今座っている席に

着かれて、教科書だけでは学べないことが感

じられると思います。自分たちが住んでいる

まち厚木に大きな関心を持ちながら、そして

また疑問等も持ちながら、皆さんが意見を出

し合いながら、自分たちのまちを自分たちで

考えていくことが大切なことであると思いま

す。

今回の貴重な体験は、これからの人生にお

いて必ず役に立つものと信じております。こ

れをきっかけに、皆さんの心の中に、自分た

ちのふるさとである厚木市のために積極的に

かかわりを持ち、頑張りたいと思う人があら

われてくれることを期待しております。

厚木市議会の議場という皆さんにはなれな

い場所での開催のために、緊張しているかも

わかりませんね。私も皆さんの質問を楽しみ

にしておりますので、元気よく、大きな声で

質問をしていただきたいと思います。

それでは本日はよろしくお願いいたしま

す。

○山口美千代事務局長 ありがとうございま

した。

次に、小林常良厚木市長よりご挨拶をいた

だきます。

○小林常良市長 （登壇）皆さん、こんにち

は。29人の子ども議員の皆さん、ようこそお

いでいただきまして、まことにありがとうご
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ざいます。今お話をいただきました厚木市長

の小林常良と申します。

石井芳隆議長さんから緊張していませんか

というお話がありましたけれども、大丈夫で

すか。初めて座る席でありますので。

そして、今、議長さんからお話がありまし

たように、厚木市には１年間に約1100から

1200の事業がありますが、それをここの場所

でいろいろな話し合いをさせていただき、そ

れにはお金が必要なこともあります、そして

関係者のご了解をいただくようなこともあり

ます、そういうことを話し合って、より仕事

として生かしていこう、実際事業をしていこ

う、そういうお話し合いをする場所でありま

す。民主主義という言葉はご存じかと思いま

すけれども、それの一番大切な部分がこの場

所から厚木市内に発信されている。そういう

意味では聖域と申しますか、この場は品格も

含めて貴重な話し合いが進むところでありま

す。

私はいつもここに立ってお話をさせていた

だきますけれども、きょうは顔ぶれがいつも

と全然違いまして、大変お若い方がいらっし

ゃるということで、私どもも精いっぱい努力

してお答えさせていただきたいと思っており

ます。

厚木市の将来像はどうなっていくのですか

という質問も後ほどあるようでございます

が、厚木市の将来像はこういう言葉であらわ

しております。「元気あふれる創造性豊かな

協働・交流都市 あつぎ」。

元気あふれる創造性豊か―創造性という

のはつくるということですね。創造力という

言葉がありますね。創造、つくり上げてい

く。ないものから新しいものをつくり上げて

いく、そういう意味で言っております。その

創造をするには心の豊かさが必要だというこ

とです。

元気あふれる創造性豊かな協働―協働の

協は協力の協という字です。右側に力を３つ

書きますね。左側のへんは、力をみんなで足

しましょう、力を合わせて―協働の協は協

力の協です―。協働の働は人が動くという

字です。働くという字です。汗をかいて、力

をみんなで一つにまとめて、いい社会をつく

っていきましょう。

そして協働の次に交流という言葉を使って

おります。交流は、例えばお友達、人との交

流、ご近所との交流、全国との交流、そして

国際的な交流、こういうものも含めて人と人

とのつながりを大切にしていきましょう、そ

ういう厚木市をつくっていきましょうという

ことで、「元気あふれる創造性豊かな協働・

交流都市 あつぎ」を厚木市の将来像のテー

マとして今進めているところであります。

厚木市ではいろいろな仕事をさせていただ

きますが、ちょっと難しい言葉であったらご

めんなさい、これからの厚木市をどうしてい

こうというプランを立てます。計画を立てま

す。それを総合計画と言っておりますけれど

も、いろいろな意味の範囲の広い計画をして

いくということで総合計画と言っておりま

す。これを通称名であつぎ元気プランという

言い方をしております。ことしはそのあつぎ

元気プランをつくる年でありまして、ここに

座っている人たちも、それぞれの仕事の中で

厚木市の次の元気プランをつくりましょう

と、ちょうど今その作業が進んでいるという

ことであります。

議員の皆様の関係は特に教育関係でありま

すけれども、後ほどご質問の中で答弁もさせ

ていただこうかと思いますが、厚木市は、子

育ての環境、教育の環境日本一を目指してい

こうという思いで仕事をさせていただいてい

ます。中身については後ほど皆さんと議論さ

せていただこうかと思いますけれども、こう

いうことを通して前進していくには、みんな

の気持ちが一つになりましょう、「みんなで

つくろう元気なあつぎ」こういうスローガン

を持って進めているところであります。

ようこそ議員の皆様、おいでいただきまし

た。きょうは議員の皆様と私どもの距離をで

きるだけ縮めていきたいと思っております。

先日テレビを見ておりましたら、若田光一

さんという方は皆さんご存じだと思います。

宇宙飛行士の船長さん、リーダーとして宇宙



-8-

飛行士をまとめた日本人で初めての方であり

ます。その方がこういうお話をしておりまし

た。アナウンサーが、その飛行船の中ではど

んな状況だったのですか、何を大切にして生

活していましたかと。若田光一さんの答えは

一言、こういう言葉でありました。信頼をし

ているということです。クルーの皆さんと一

緒、信頼感があるということです。そういう

意味で皆さんとの距離を縮めることと、もう

１つ、議員の皆様と信頼関係を深めていきた

い。こういう場にしていただければと思って

おります。

誠心誠意、一生懸命答えさせていただきま

すので、どうぞよろしくお願いをして、冒頭

の挨拶にかえます。

ありがとうございました。

○山口美千代事務局長 ありがとうございま

した。

それではこの後、石井芳隆議長の議事進行

により、あつぎ子ども議会を進めてまいりま

す。

議長、よろしくお願いいたします。

○石井芳隆議長 ただいまの出席議員は29人

で定足数に達しております。

ただいまから厚木市制60周年カウントダウ

ン事業第１回あつぎ子ども議会を開会いたし

ます。

本日の議事日程は、お手元に配付してあり

ます日程表のとおりです。

○石井芳隆議長 日程１「議席の指定」を行

います。

議席は、厚木市議会会議規則に準じ、議長

において指定いたします。

議席番号１番から29番まで、ただいまご着

席の議席を指定いたします。

○石井芳隆議長 日程２「会議録署名議員の

指名」を行います。

厚木市議会会議規則に準じ、厚木市制60周

年カウントダウン事業第１回あつぎ子ども議

会の会議録署名議員を議長から指名いたしま

す。

荻野中学校・菅みのり議員、南毛利中学

校・岡本紗弥議員、南毛利中学校・小坂麻衣

議員、荻野中学校・ティンカークリスティー

ンシャロン議員の４人にお願いいたします。

○石井芳隆議長 日程３「会期の決定」を議

題といたします。

お諮りいたします。厚木市制60周年カウン

トダウン事業第１回あつぎ子ども議会の会期

は、本日１日とすることにご異議ありません

か。

（「異議なし」との声あり）

ご異議なしと認めます。よって会期は本日

１日と決定いたしました。

○石井芳隆議長 日程４「一般質問」を行い

ます。

通告に従い、順次質問を許します。

まず、第１グループの質問から行います。

相川中学校・宮本伊織議員。

厚木第二小学校・赤羽根遼議員。

戸室小学校・渡部花音議員。

毛利台小学校・小久保里咲議員。

○１番 宮本伊織議員 （登壇）厚木市立相

川中学校の宮本伊織です。よろしくお願いし

ます。

僕は、市長がどのように市を変えてゆくか

ということについて質問します。

なぜこの質問をしようと思ったかという

と、僕は昨年、相川小学校でグリーンフラッ

グを取得しました。そのときに一番大変だっ

たことが、全校児童の環境への意識を高めて

いくことでした。意識を変えるということ

は、その人の心や気持ちを変えなければなら

ないということです。約180人の児童の意識

を変えた結果、学校が変わりました。市も同

じだと思います。市民が変われば市も変わる

と思います。ですが、市長さんなどが行うこ

とは、そのまま市民が住んでいる環境を変え

ることだと思います。約23万人の市民が笑顔

で暮らせる環境づくりをどのように行ってい

るのかが気になったからこの質問をしまし
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た。

僕は新しい学校生活がスタートしました

が、中学校では、おかしいと思うことや間違

っていると思うことがたくさんあります。そ

のことをいろいろな方向から見て判断し、変

えていきたいです。市長さんも市をどんどん

進化させるために頑張ってください。よろし

くお願いします。

○２番 赤羽根 遼議員 （登壇）厚木第二

小学校６年・赤羽根遼です。

厚木市の長所と短所についてお聞きしま

す。

僕は、かながわフードバトルが毎年行われ

ていることや、中学生までの医療費がただな

ことが厚木市の自慢できるところだと思って

います。

そこで、市長さんに質問です。厚木市の自

慢できるところは何ですか。また、少し反省

しなきゃいけないところはありますか。

○３番 渡部花音議員 （登壇）戸室小学校

の渡部花音です。よろしくお願いします。

私は税金のことについて聞きたいと思いま

す。

税金は、国民の義務として国民が支払って

います。厚木市でも同じように市民が税金を

支払っています。国では税金の約６割が子育

て支援に充てられているそうです。私たちが

勉強できたり、病院で薬をもらえたりするの

も税金のおかげです。

質問します。厚木市ではどのようなことに

一番多くの税金が充てられているのですか。

理由も教えてください。

○12番 小久保里咲議員 （登壇）毛利台小

学校の小久保里咲です。よろしくお願いしま

す。

私は厚木で生まれ、11歳になりますが、お

祭りなどの行事がとても多く、自然豊かな厚

木のまちが大好きです。私たちにとっては全

然気にしませんが、よく考えてみると、駅周

辺には、多くのスーパー、食べ物屋、本屋な

どがあり、買い物も便利です。また、西のほ

うには大山がそびえ、七沢などの温泉、相模

川でのアユ釣りはとても有名です。ことしは

高速道路が開通し、多くの人に厚木のよさを

たくさん知ってもらい、遊びに来てもらいた

いと思っています。

質問します。厚木市では、厚木に遊びに来

てもらうために、そして住んでもらうため

に、今後どのようなことをしていくのです

か。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）相川中学校・宮本

伊織議員から、厚木市長とは、どんな仕事を

し、どのように市を変えて行くのですかとの

ご質問でございますが、まず私の仕事は、厚

木市をどんなまちにしていくのかを思い描

き、それを計画にして進めていくことです。

そのために、先ほどもちょっとお話をさせて

いただきましたけれども、総合計画という最

も重要なまちづくりの計画をつくり、皆さん

から納めていただいた税金を、厚木市が素敵

なまちになるように、どのように使ったらよ

いのかを決めていきます。

仕事を進めるに当たっては、市民の皆様か

らより多くのご意見を伺い、その上で、市民

の皆様と力を合わせてまちづくりを進めるこ

とを何よりも大切にしております。

次に、どのように市を変えてゆくのかとい

うことですが、私のまちづくりのキャッチフ

レーズは「みんなでつくろう元気なあつぎ」

です。皆さんの思いや力を集めながらさまざ

まなことにチャレンジし、厚木市を全国に自

慢できるまちにしたいと思っています。

宮本伊織議員が言われたように、私も意識

を変えることは非常に重要である反面、大変

難しいことと思っています。その意識を市民

の皆様と共有し、協力し合いながら、計画を

進めていくことが大事だと思っております。

厚木市にはいろいろなお店、公園、そして

山や川など豊かな自然があります。皆様に

は、さまざまなよいところを知ってもらい、

厚木市をもっと好きになってもらいたいと思

っています。

私の大きな目標の１つに子育て・教育環境

日本一というものがあります。未来の厚木を

盛り上げていく皆さんが元気に成長していけ
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るよう応援をしてまいりますので、皆さんに

は、さまざまなことを学び、経験してもらい

たいと思います。そして一緒に元気な厚木を

つくっていきましょう。

次に、厚木第二小学校・赤羽根遼議員か

ら、厚木市の長所と短所についてのご質問で

すが、赤羽根遼議員には、厚木市のすごくよ

いところに注目していただき、ありがとうご

ざいました。かながわフードバトルinあつぎ

は、県内のさまざまな食文化を集め、食をキ

ーワードにしたまちづくりや経済の活性化に

つなげています。

また、中学生までの医療費の無料化につき

ましても、皆さんが安心して健康な学校生活

が送れるよう、ほかの市と比べても自慢でき

るもので、子育て環境日本一を目指している

厚木市の優先的な取り組みです。

このほかにも、先日、２日、３日に開催い

たしましたあつぎ鮎まつりは、厚木市の最大

のイベントで、ことしは70万人の皆様が来場

されました。特に１万発の花火を打ち上げる

大花火大会は有名です。

また、厚木市は、市民の皆様と協力し合っ

てまちづくりを進めていることなどが評価さ

れ、全国812都市の中で経営革新度日本一と

いうランキングをいただきました。

そして世界的な基準のもとで、安心安全な

まちづくりへの取り組みが、ＷＨＯ、世界保

健機関から認められ、セーフコミュニティの

認証をいただいたことや、清水小学校では、

より安全な教育環境づくりを目指している学

校として、インターナショナルセーフスクー

ルの国際認証をＷＨＯから受けたことも自慢

できることです。

さて、学校のことで気になっていることを

お話ししたいと思います。最近は毎日のよう

に猛暑が続いていますが、この暑さの中でも

皆さんが快適に勉強できるように、小学校の

教室に早くエアコンを設置していきたいと思

うことです。全ての中学校には昨年のうちに

設置が済みましたが、小学校はことしから３

年間をかけて全校に設置できるよう取り組む

ことをお約束いたしたいと思います。

また、通学路をより安全に整備すること

や、学校内のトイレを改修することなど、皆

さんが勉強やクラブ活動をしやすい環境をつ

くることも大切と考えていますので、皆さん

の安心安全な学校環境をつくるため、これか

らも全力で頑張っていきます。

次に、戸室小学校・渡部花音議員から、厚

木市ではどのようなことに一番多くの税金が

充てられているのですか、理由も教えてくだ

さいとのご質問でございますが、平成26年度

の予算において、市税―税金ですね―の

収入は429億4700万円であり、厚木市の全体

収入の約60％を占めています。市税の使い道

につきまして最も多いのは福祉・子育てに要

する費用であり、高齢者や障害者に対する介

護や医療などのサービスの提供、生活に困っ

ている家庭への援助及び中学生までの医療費

を無料にする費用などで、予算全体の約40％

になっています。そのほかに道路や公園、河

川の整備及び小・中学校のための費用などに

も多くの税を充てています。

また、福祉・子育てに多くの税を充ててい

る理由ですが、少子高齢化が急速に進んでい

る社会状況にあること、厚木市が市民を対象

に実施した市民満足度調査において、福祉・

子育て分野の充実が重要であるとの意見が多

いこと、そして、私が市長に就任する際に市

民の皆様とお約束した子育て・教育環境日本

一を目指すことなどにより、重点的に取り組

んでいるところであります。

今後におきましても、市民の皆様や企業の

方々から納めていただいた市税を、市民お一

人お一人が明るく幸せに生活できるよう大切

に使っていきます。こうしたことから、渡部

花音議員を初めあつぎ子ども議員の皆さんが

税について今まで以上に関心を持っていただ

くことを願っています。

次に、毛利台小学校・小久保里咲議員か

ら、厚木市の将来像についてのご質問です

が、厚木市は、大山や相模川など豊かな自然

があり、東京都や横浜市などから１時間程度

で来ることができる、交通の便にも恵まれた

都市です。小久保里咲議員が言われたよう
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に、６月28日には圏央道という待望の高速道

路が開通し、東名高速道路、中央自動車道、

関越自動車道がつながったことにより、群馬

県などの北関東や長野県などの中部地方から

のアクセスも抜群によくなりましたので、多

くの方々に厚木市を訪れていただけるよう、

厚木市の持つ魅力をたくさん発信していきた

いと考えています。

そして、昨年、皆様のおかげで、厚木市マ

スコットキャラクターのあゆコロちゃんが全

国で第６位になりました。大勢の方々にあゆ

コロちゃんに会いに来ていただき、厚木市の

豊かな自然環境や飯山温泉郷・七沢温泉郷、

駅前のアミューあつぎなど、多くの魅力をわ

かりやすくアピールしていきたいと考えてい

ます。

そしてもう１つ、小久保里咲議員が言われ

た厚木市に住んでもらうことも非常に大切な

ことと思います。今、厚木市では、市民の皆

様の命と健康を守る新たな市立病院を建設中

で、ことし12月には第Ⅰ期の工事が完成する

予定です。今までにも増して高度な医療や集

中治療を受けられるようになります。

また、３年ほど前に東日本大震災がありま

したが、厚木市では、突然の災害に備えて、

食糧や飲み水の確保、すぐに救助できる体制

など、皆さんが安心して安全に生活すること

ができるよう、災害対策の強化にも取り組ん

でいます。

そして、子育てや教育の分野では、日本一

の環境整備を目指し、中学生までの子ども医

療費助成や２人目以降のお子様への紙おむつ

支給、教育面では、小学校３年生までの少人

数学級の実施や英語教育を推進するための外

国語指導助手の配置など、さまざまな独自の

サービスを行っています。こうした政策を着

実に推進し、厚木に住んでみたい、また、住

んでよかったと思える魅力あるまちづくりを

目指し、市民の皆様と力を合わせて一生懸命

取り組んでいきますので、小久保里咲議員に

もご協力をお願いいたします。

○石井芳隆議長 以上で第１グループの質問

を終わります。

次に、第２グループの質問に移ります。

荻野中学校・菅みのり議員。

厚木第二小学校・尾﨑舞菜議員。

厚木第二小学校・菅原夏樹議員。

○４番 菅 みのり議員 （登壇）荻野中学

校の菅みのりです。よろしくお願いします。

子育てヘルパーについて質問させてくださ

い。

私の妹が生まれたとき、大変そうな母が助

かると言っていて、今でもすれ違うと声をか

け、仲よくしてくださっている子育てヘルパ

ーの方々。そのヘルパー制度をなくし、利用

期間が短く、経済的負担がふえ、利用時間が

少ないほっとタイムサポーターを始めたのは

なぜですか。子供がたくさんいる家庭が困る

ことをなぜ考えてもらえなかったのですか。

教えてください。

○５番 尾﨑舞菜議員 （登壇）厚木第二小

学校の尾﨑舞菜です。よろしくお願いしま

す。

私が質問したいと思ったきっかけは、ニュ

ースで保育所や幼稚園の待機児童の数がふえ

ていると知って気になったからです。現在、

東京などでは、待機児童数はふえていると聞

いています。また、小学校の児童クラブに入

りたくても入れない人もいると聞いたことが

あります。子供を預けて安心して働きたいの

に働けない人が大勢いるのは、社会にとって

も、その人たちにとっても大変なことだと思

います。

そこで、厚木市の待機児童は何人ぐらいい

るのか。また、保育所や幼稚園、児童クラブ

はふやしているのか。児童クラブの先生や保

育士は募集するぐらい少ないのか。教えてく

ださい。

○６番 菅原夏樹議員 （登壇）厚木第二小

学校の菅原夏樹です。よろしくお願いしま

す。

僕は４年生のときに車椅子体験をしまし

た。少しの段差でも上れなかったり、坂のと

きに体が不安定になったりして、危ないと思

いました。たった10メートルでも大変だなと

思いました。そして、障害がある人は厚木で
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安全に過ごせるのかという疑問があります。

そこで質問します。厚木市のバリアフリー

化は進んでいますか。ふやしたほうがいいと

思いますが、今後どうしていこうと思います

か。また、障害がある人に対しての優しい見

方や協力の仕方を学校でも教育したほうがい

いと思いますが、機会はふえますか。この件

について教えてください。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）荻野中学校・菅み

のり議員から、子育てヘルパー制度をなく

し、ほっとタイムサポーター制度を始めたの

はなぜかとのご質問でございますが、子育て

ヘルパー事業では、お子様が３人以上で１歳

前の赤ちゃんがいる家庭にのみヘルパーを派

遣し、家事や育児の支援を行ってまいりまし

た。ほっとタイムサポーター事業は、より多

くの家庭を支援するため、手助けの必要な妊

婦さんや子育てが特に大変な生後３カ月まで

の赤ちゃんがいる全ての家庭に対象を広げ、

お父さんやお母さんの子育て相談や家事の手

伝いができるようにしました。

また、生後３カ月から小学校６年生までの

お子様がいる家庭に対しては、ファミリーサ

ポートセンターによる子育て支援を行ってい

ます。

ほっとタイムサポーターの利用料金につき

ましては、交通費と支援に係る費用を利用者

の方にお支払いいただきますが、その３分の

１に当たる金額を助成し、できるだけ多くの

家庭で負担が少なくサービスを利用していた

だけるよう努めています。

厚木市では、子育て環境日本一を目指し、

さまざまな取り組みを進めています。菅みの

り議員からいただきました子育て家庭の貴重

なご意見を参考に、これからも子育て支援の

さらなる充実に努めてまいります。

次に、厚木第二小学校・尾﨑舞菜議員か

ら、厚木市の待機児童は何人いるか、また、

保育所や幼稚園はふやしているか、児童クラ

ブの先生や保育士は募集するくらい少ないの

かとのご質問でございますが、保育所の待機

児童につきましては、ことしの４月１日現在

28人となっています。昨年４月１日現在と比

べますと10人の増加となっています。

厚木市では、このような状況を踏まえ、来

年４月１日から民間認可保育所１園をふやす

ことや、新たにスタートする予定の子ども・

子育て支援新制度による保育所での受け入れ

ができる定員をふやすなどのさまざまな取り

組みにより、待機児童をなくします。

児童クラブの待機児童につきましては、こ

としの５月１日現在、緑ヶ丘小学校、戸室小

学校や厚木第二小学校など、107人となって

います。本年度は、緑ヶ丘小学校、戸室小学

校に各１教室ずつふやし、夏休みから児童の

皆さんの受け入れを開始いたしました。今後

につきましても、児童クラブの待機児童をな

くすため、教育委員会や小学校と十分に話し

合いながら対策を進めていきます。

児童クラブの先生や保育士については、必

要な人材の確保はできていますが、定年や家

庭の事情等で退職される方がいられますの

で、必要に応じて広報等により募集しながら

採用を行っています。

厚木市では、子育て環境日本一を目指して

さまざまな取り組みを進めています。尾﨑舞

菜議員が心配してくれた保育所や幼稚園、児

童クラブがこれからもきちんと運営できるよ

う努力していきます。

次に、厚木第二小学校・菅原夏樹議員か

ら、障害がある人は厚木で安全に過ごせるの

かとのご質問でございますが、障害のある人

には、目が不自由なため盲導犬や誘導してく

れる人が必要な方、耳が不自由なため手話が

必要となる方、足が不自由で車椅子を必要と

する方など、障害の内容が異なることで、私

たちがお手伝いできることにも違いがありま

す。また、障害のある方が安全に過ごすこと

ができるように、道路、公園などの段差の解

消や乗りおりしやすいノンステップバスの事

業者へ助成するほか、目の不自由な方が外出

するときに安心して歩けるよう、点字ブロッ

クや音の出る信号機の設置など、さまざまな

視点からバリアフリー化に努めています。

これからも市民の皆様が厚木市に住んでよ
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かった、住み続けたいと思うまちにするた

め、障害のある人もない人も地域で安心して

安全に暮らせるように、菅原夏樹議員を初め

あつぎ子ども議員の皆さん、そして市民の皆

様と一緒に考えていきたいと思います。

以上でございます。教育に関する質問につ

きましては、教育長から答弁をさせていただ

きます。

○石井芳隆議長 教育長。

○平井 広教育長 （登壇）厚木第二小学

校・菅原夏樹議員から、障害がある人に対し

ての見方や態度などに教育はあるのかとのご

質問でございますが、障害のある子とない子

を分けて考えるのではなく、みんなが認め合

い、ともに学び合うことが大切であると考え

ています。皆さんには、友達が困っていると

きにお互い助け合える温かい心と、そして思

いやりのある行動を身につけた人になってほ

しいと願っています。

全ての小学校では、総合的な学習の時間に

車椅子の体験をしたり、点字等について学ん

だりしています。また、小学校、中学校で

は、学校生活のいろいろな場面で差別をして

はいけないと学んでいます。菅原夏樹議員が

言われるように、優しい見方や協力の仕方を

学校で学ぶ機会をふやせるように工夫してい

きたいと思っています。

○石井芳隆議長 以上で第２グループの質問

を終わります。

次に、第３グループの質問に移ります。

南毛利中学校・石黒恵里議員。

南毛利中学校・川原知真議員。

相川中学校・有坂勇希議員。

戸室小学校・内村日香議員。

○７番 石黒恵里議員 （登壇）南毛利中学

校の石黒恵里です。よろしくお願いします。

質問したい事項は街灯についてです。

点滅していたり、一部に集中して置かれて

いたり、オレンジ色など少し見づらい色をし

ている街灯があります。私は夜遅くに習い事

から帰ってくるので、街灯があるととても助

かります。ですが、点滅していて少し通りづ

らいところがあります。また、黄色など周り

が見にくい色の街灯は通るのが怖いと感じた

り、虫が集まっているので女の子たちは回り

道をして帰っている子もいるようです。回り

道をしたことにより事故や事件にもつながる

おそれがあると思います。ぜひ街灯を統一し

た色で配置してください。

点滅している件について、私から１つ提案

があります。街灯に太陽光発電でたまったエ

ネルギーを使用するのはいかがでしょうか。

今の提案を踏まえて質問します。街灯の色

と点滅している件について教えてください。

○８番 川原知真議員 （登壇）南毛利中学

校の川原知真です。よろしくお願いします。

僕は、中学校の保健の授業で、中学生の自

転車の交通事故件数が多いと勉強しました。

ことしの６月にも自転車の交通事故が発生し

たこともあり、市内での自転車の事故の件数

や件数の増減について知りたいと思いまし

た。

質問します。中学生の自転車の事故の件数

はどのように変化していますか。また、事故

防止のためにどのような取り組みをしていま

すか。教えてください。

○９番 有坂勇希議員 （登壇）相川中学校

１年の有坂勇希です。よろしくお願いしま

す。

僕は、相川小学校の６年生のときに相川交

流プロジェクトに参加しました。これは東日

本大震災で被害に遭った宮城県石巻市相川地

区を応援する団体だそうです。相川運動公園

仮設住宅で窓を拭いたり、花壇の整備をした

り、厚木相川産の梨を配ったりしました。仮

設住宅の人からは、遠くからありがとうねと

言われて、僕はうれしかったです。小学生の

僕にもできることがあると思いました。今で

も多くの人が仮設住宅で不自由な生活をして

いるので、これからも自分のできる支援をし

ていこうと思います。

質問します。こういった支援ボランティア

について、市長はどうお考えなのか教えてく

ださい。

○18番 内村日香議員 （登壇）戸室小学校

６年の内村日香です。よろしくお願いしま
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す。

私は、ふだん道を歩いていると、短い間隔

でたくさんの電柱が立っているのが目に入り

ます。厚木市は近い将来、大きな地震が来る

可能性が高いと聞きました。大きな地震が来

れば、電柱が倒れてきてけがをしたり、その

倒れた電柱が緊急車両の通行を妨げたり、電

線が切れるなどしてとても危ないと感じま

す。

質問します。厚木市はそのことに対して何

か対策をしているのでしょうか。教えてくだ

さい。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）南毛利中学校・石

黒恵里議員から、街灯が点滅していたり、一

部に集中的に配置されている。また、街灯を

統一した色で配置してほしい、太陽光発電で

たまったエネルギーを街灯に使ってほしいと

のご質問ですが、街灯には防犯灯と街路灯が

あります。防犯灯は白色の明かりで、歩行者

の皆様が夜間に安心して安全に歩けるよう

に、地域の皆様からのご要望に基づき、主に

電柱に設置しています。一方、街路灯は、オ

レンジ色や黄色の明かりで、夜間に車を運転

する人が道路面の状況がよくわかるように設

置しています。照明はそれぞれの目的や基準

に応じて設置していることから、統一した色

で配置することは少し困難と考えていますの

で、ご理解をお願いします。

また、太陽光発電により防犯灯などを設置

することにつきましては、とてもすばらしい

考えだと思いますので、導入につきましては

今後研究を進めてまいります。

厚木市では、平成26年度から、消費電力や

ＣＯ２が削減でき、虫が集まりにくいＬＥＤ

灯による防犯灯の設置を進めています。夜遅

くに歩くときには、事故や事件に巻き込まれ

ないためにも、防犯灯や街路灯がある明るい

歩道を歩くようにお願いします。

なお、消えていたり点滅している防犯灯や

街路灯を見つけましたら、恐縮ですが市役所

に電話をください。速やかに交換し、市民の

皆様の安心安全を図っていきますので、石黒

恵里議員のご協力をお願いします。

次に、南毛利中学校・川原知真議員から、

自転車にかかわる市の安全についてのご質問

でございますが、厚木市で発生した自転車全

体の交通事故件数は９年連続で減少していま

すが、平成25年では278件の事故が発生して

います。また、中学生による自転車の交通事

故件数は、平成24年が６件、平成25年が13件

と増加しています。厚木市では、平成25年４

月に厚木市自転車安全利用促進条例を制定

し、幼児、児童の乗車用ヘルメットの着用の

推進を初め、自転車利用者に交通ルールやマ

ナーの向上を呼びかけるため、自転車安全教

室や自転車マナーアップキャンペーンなどの

取り組みを積極的に行っています。

特に、交通安全こども自転車大会を通し

て、交通事故防止につなげる取り組みを市内

小学校で実施しています。昨年は、交通安全

こども自転車神奈川県大会で清水小学校が優

勝、緑ヶ丘小学校が第２位というすばらしい

成績をおさめています。こうした取り組みを

初めさまざまな対策を実施して、自転車の安

全利用の促進と交通事故防止に努めていま

す。

川原知真議員も、自転車を利用する場合は

交通ルールとマナーを守っていただき、安全

に利用していただきますようお願いするとと

もに、交通事故がない安心安全なまちづくり

にぜひご協力をお願いいたします。

次に、相川中学校・有坂勇希議員から、東

日本大震災にかかわる相川交流プロジェクト

についてのご質問でございますが、東日本大

震災の被災地に向けた支援ボランティアの活

動はとても大切なことだと思います。厚木市

におきましては、地震発生の当日、いち早く

消防隊を派遣し、現地での救助活動に当たる

とともに、３日後には義援金の募集活動を開

始しました。また、市民ボランティアの皆様

と一緒に、岩手県大船渡市において、側溝の

泥出し作業や仮設住宅の片づけ作業などの支

援ボランティアの活動を３回に分けて行いま

した。

平成23年６月には、必要な物資を支援する
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ため、東日本大震災支援基金を設置し、総額

で約3400万円が市民の皆様から寄せられ、私

が市民の皆様を代表して、宮城県石巻市と岩

手県釜石市、大船渡市へ、その時々に必要な

物資をお届けさせていただきました。被災地

を訪れるたびに、復興に向けて懸命に努力を

している多くの人々の前向きな姿に強く心を

打たれました。

いまだ復興には多くの時間が必要とされて

います。私たちに求められているのは、大震

災とその被災地のことを忘れてはならないこ

と、そして、これからも被災地の復興に必要

な支援を続けていくことです。

私たちにとって、災害時に、お互い助け合

う気持ちを持つこととボランティア活動など

の行動をとることは大変大事なことでありま

すので、有坂勇希議員もプロジェクトでの交

流を大事にしていただき、今後も被災地を応

援してくださるようお願いします。

次に、戸室小学校・内村日香議員から、大

きな地震が来れば、電信柱が倒れてとても危

ないと思います。市ではそのことをどのよう

に考えていますか、また、どのように対処す

ればよいのかを考えていますかとのご質問で

ございますが、電柱は、私たちの暮らしに必

要な電気や通信を提供してくれる一方で、大

きな地震の際には倒れて道路を塞いでしまう

などとても危険な一面もあります。そこで、

電柱の持ち主である電力会社や通信会社は、

日ごろから異常がないかどうかの点検を実施

しているほか、倒れないように安全対策を行

っています。厚木市におきましても、地震に

対するさまざまな取り組みを行い、災害に強

いまちづくりを進めています。

なお、内村日香議員が大きな地震の揺れを

感じたときは、身を低くし、体を守り、揺れ

がおさまったら周りをよく確認し、電柱が倒

れているような危険なところは避け、広場な

ど安全な場所に避難してください。また、家

族の安全を確認するためにも、事前に集まる

場所を話し合っておくことが大事であると思

います。

○石井芳隆議長 以上で第３グループの質問

を終わります。

ただいまの第１グループから第３グループ

の質問に対する答弁について、子ども議員か

ら再質問はございますか。菅みのり議員。

○４番 菅 みのり議員 子育てヘルパーの

件でお話を聞かせていただきましたが、再質

問させてください。

ヘルパー制度と比べ、ほっとタイムサポー

ターのほうが利用制限が少なく、多くの方々

が利用できるというのは、たくさんの人が使

うことができ、とても便利になった点だと感

じました。多くの方々が利用するという点で

利用時間が短いというのはしようがないと思

いました。しかし、経済的負担はどうなので

しょうか。市長さんがほっとタイムサポータ

ーの料金は市が３分の１を助成していると言

っていましたが、ヘルパー制度のときはもっ

と助成が多かったと思います。

私は、厚木市にたくさんの人が訪れ、楽し

んでもらえるように、アミューあつぎをつく

ったり、日本一長い滑り台をつくるなどとい

った取り組みをするのはとてもよいことだと

思います。ですが、たくさんの人が訪れて厚

木に新しく暮らしてもらうことよりも、今、

厚木に住んでいる一人でも多くの人がずっと

厚木に住んでいたいと思えるような、外側か

らのすばらしさだけではなく、住んでいる人

が本当に住みよい市にすることのほうが大事

なことだと思います。

多くの費用をかけて新しく建物や施設を建

てるよりも、子育てなどに対する助成の費用

をふやしたほうがよいと思うのですが、どう

でしょうか。教えてください。

○小林常良市長 菅議員、ありがとうござい

ました。今、市の中に住んでいる人たちをも

う少し大事にしたほうがいいのではないかと

いうお話だと思います。それで、いろいろな

ものをつくったり、進めているわけでありま

す。これも市民の方々に使っていただく、特

に今つくっている中では、自然体験を学んで

いただこうということで、（仮称）健康こど

もの森の整備を進めたりしております。

ここに住んでいる市民の皆さん、そして外
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からおいでになる皆さんも含めて内容の充実

を図ること、環境をよくすることが大事だと

思っておりますので、物事を総体的に大きい

意味で考えて、それがよりよい厚木の社会を

つくっていくことにつながっていくのだと思

います。

先ほど、具体的なヘルパーの関係で、３分

の１の補助、そしてその前はもっと助成金が

多かったのではないかということもありま

す。それには、いろいろな事業にはいろいろ

な補助がついたり、つかなかったりというの

がありますので、ヘルパー関係についても総

体的に見てより大勢の人たちがプラスになる

ような、そんな考え方を持ってこれからもや

っていこうと思っておりますので、菅議員の

お話はしっかり受けとめさせていただきなが

ら、よりよい地域福祉社会をつくっていくた

めの努力をさらに進めていこうと思っており

ます。

○石井芳隆議長 川原知真議員。

○８番 川原知真議員 中学生の自転車の事

故件数で、平成24年は６件、平成25年は13件

と２倍以上増加している理由について、何か

原因はわかっていますか。教えてください。

○小林常良市長 自転車事故の増加につい

て、原因は何かというお話ですが、基本的に

は、まず１点言えることは、自転車の利用者

がふえてきているということが言えると思い

ます。それによって事故につながる部分があ

るということです。そして自転車について

は、新たな法律、道路交通法の自転車への規

制も強くなってきているわけでありますが、

自転車に乗る人のマナー、そして自転車は時

によっては凶器と化すという意識が、自転車

の利用がふえている状況の中で、マナーも含

めて交通ルールを守る等々の部分がまだ不十

分なことによって、事故が増加傾向にあるこ

とにつながっていると思います。

それをただ見ているわけにはいかないわけ

でありまして、そういう意味で、警察の

方々、交通安全指導員、交通安全協会の方々

が各学校に出向いたりして、自転車の正しい

乗り方をマナーとして身につけていただくよ

う、高校生、中学生、それから小学生を含め

て、こういう方々に安全な自転車の乗り方に

ついて普及を促進することによって、目指す

事故ゼロにつなげていこうという活動をさら

にやっていくことによって事故を減らしてい

くということであります。

自転車に限らず、交通事故全体の数は、厚

木警察署管内も減少しております。しかし、

交通事故の件数と負傷者の数は減ってきてい

るのですが、残念なことに、交通事故で亡く

なられる方が昨年よりもふえてきているとい

うのが一番の悩みであります。自転車に限ら

ず、車も含めて、交通事故を防いでいく、撲

滅をしていく活動を常に関係者としているわ

けでありますけれども、現実はなかなかその

ようにいっていない中で、努力や工夫、この

活動をさらに推進することによって、事故の

ない社会へつなげていきたいというのが私の

思いであります。

○石井芳隆議長 ここで10分間休憩いたしま

す。

午後２時25分 休憩

午後２時35分 開議

○石井芳隆議長 再開いたします。

第４グループの質問に移ります。

厚木中学校・柴田真那議員。

厚木小学校・猪狩舞議員。

戸室小学校・室田美玲議員。

○13番 柴田真那議員 （登壇）厚木中学校

の柴田真那です。よろしくお願いします。

最近、ミロードイーストがオープンしまし

た。新しく、きれいで、つい寄っていきたく

なります。駅前は、冬のイルミネーションな

ど美しく飾られているときもありますが、ふ

だんの駅周辺をきれいと言うのは少し抵抗が

あります。

以前、ボランティアに参加し、花植えをし

ました。植えている最中も、数日たってから

も、きれいだねと言ってくださる方がいて、

うれしかったです。ごみ拾いに参加したとき

は、きれいになっていくのがうれしい反面、

こんなにごみが落ちていたんだと悲しい気持
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ちにもなりました。市外の人たちが厚木市と

聞くと、ああ、あのきれいなまちねと言うよ

うな、私たちが胸を張って自慢できるような

美しいまちになるようにしてほしいです。

質問します。駅周辺をきれいにすることに

ついてどのように取り組んでいきますか。教

えてください。

○14番 猪狩 舞議員 （登壇）厚木小学校

の猪狩舞です。よろしくお願いします。

私は、よく身の周りでごみをポイ捨てする

人を見かけます。ポイ捨てをした人への罰則

は強化されていく中だと思いますが、絶えな

いものだと思います。また、道徳の時間、漂

流ごみの行方というものを学びました。浜辺

にふえているごみは、海流に乗ってやってく

る海外のごみが多くあるというものです。プ

ラスチックのかけらを餌と間違えて飲み込ん

でしまい、胃を詰まらせ命を落としてしまっ

たひなもいるそうです。ほかにもいろいろな

話がありますが、自然に大きな影響を与えて

います。

ポイ捨てをしない、させないことはもちろ

んですが、ごみ拾いのボランティア活動な

ど、私たちが協力できることはありますか。

そして、厚木市ではポイ捨てを減らすために

どのような取り組みをしていますか。

質問します。ごみのポイ捨ての件について

教えてください。

○15番 室田美玲議員 （登壇）戸室小学校

の室田美玲です。よろしくお願いします。

私は、厚木市の自然のことについて聞きま

す。

私はソフトボールを習っているのですが、

そのソフトボールの練習をする場所が山の中

にあります。その山の中にはさまざまな野生

の生き物がいます。おもしろい鳴き方をする

鳥や、私は猿を見たこともあります。あと七

沢のほうでは熊も出たと聞きました。私はそ

ういった自然が好きなので質問したいと思い

ました。

改めて質問します。厚木市では、自然を大

切にするために、または生かすためにどんな

工夫をしていますか。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）厚木中学校・柴田

真那議員から、最近ミロードイーストがオー

プンして、そこだけきれいなので、逆に汚れ

ているところが目立っていると思います。ま

ち全体をきれいにするよう心がけてほしいと

のご質問ですが、花をたくさん駅前で植えて

きれいにしましょうと。大変すばらしい、優

しい気持ちがあらわれていると思います。

厚木市では、市民一人一人にとって住みよ

いまちとなるよう、市民の皆様と協働してさ

まざまな取り組みを行っています。柴田真那

議員もボランティアとして参加された道路の

草花の植えつけや清掃、除草などもその１つ

です。また、本厚木駅前や愛甲石田駅周辺で

は、月に１度、ポイ捨ての防止と歩きたばこ

禁止の呼びかけを行っています。あつぎ鮎ま

つり花火大会の翌日には、早朝の清掃活動な

どに多くの市民の皆様に参加していただきま

した。たしか1500人の方々にこの清掃に参加

をいただきました。まちや川をきれいにしよ

うと取り組んでいます。

これからも厚木市みんなで守る美しい環境

のまちづくり条例や良好な景色や眺めを次世

代に引き継いでいくための厚木市景観条例

で、市民の皆様が誇りを感じられるきれいな

まちづくりを進めていきます。

次に、厚木小学校・猪狩舞議員から、ごみ

のポイ捨てについてのご質問でございます

が、何より一番大切なことは、子供から大人

まで全ての人にごみのポイ捨てはいけないこ

とだと自覚していただくことだと思っていま

す。このため厚木市では、毎月駅前で、地域

から選ばれている環境保全指導員の方や市民

ボランティアの方と一緒にごみのポイ捨て禁

止の呼びかけをしています。また、地域の皆

様が美化清掃を行うときに、道路や公園など

から出たごみの収集などを行っています。今

後も、お住まいの地域で美化清掃をされると

きには、猪狩舞議員を初め市民の皆様のご協

力をお願いします。

次に、戸室小学校・室田美玲議員から、厚

木市では、自然を大切にするために、または
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生かすためにどんな工夫をしていますかとの

ご質問でございますが、厚木市には、相模川

や大山、丹沢などの豊かな自然があり、私た

ちの暮らしに潤いを与えてくれています。私

たちの暮らしにはたくさんの生き物がかかわ

っており、私たちはさまざまな恵みを受けて

います。これらの豊かなつながりを生物多様

性といいます。こうした自然を守り、継続的

に利用していくことは、私たちだけでなく将

来の世代のためにも必要です。

厚木市では、平成25年に、これらのすばら

しい自然を将来に引き継いでいくための計画

として、生物多様性あつぎ戦略をつくるとと

もに、山とまちとの中間に位置する農地など

の地域を守り活用していくため、厚木市里地

里山保全等促進条例をつくり、市と市民の皆

様が一緒になって豊かな自然を将来につない

でいく取り組みを進めています。具体的に

は、里山の使われなくなった田んぼを地域の

活動団体や市民ボランティアの協力により修

復、再生する取り組みや、森を元気にするた

めの取り組みなどを行っています。今後も、

室田美玲議員を初め市民の皆様と一緒に、厚

木の自然環境を守り育てていきたいと思いま

す。

○石井芳隆議長 以上で第４グループの質問

を終わります。

次に、第５グループの質問に移ります。

南毛利中学校・岡本紗弥議員。

南毛利中学校・小坂麻衣議員。

厚木小学校・宮渕萌議員。

相川小学校・宮本杏彩議員。

○10番 岡本紗弥議員 （登壇）南毛利中学

校の岡本紗弥です。よろしくお願いします。

今のバスセンターは全体的に暗いと思いま

す。昼間でもトイレ周辺は薄暗く、利用する

のをちゅうちょしてしまいます。高齢な人や

体の不自由な人のためにも、表示や看板の文

字を大きくし、もっと植物や季節の花などを

植え、バスの待ち時間を目で楽しめるように

したらいいと思います。街灯もバスセンター

周辺にもっとふやし、明るくすれば、犯罪も

少なくなるのではないでしょうか。

質問します。もっとたくさんの人が使いや

すい明るいバスセンターにはできないのかと

いうことについて教えてください。

○11番 小坂麻衣議員 （登壇）南毛利中学

校の小坂麻衣です。よろしくお願いします。

私からの質問は、本厚木駅に花が欲しいと

いうことです。

今の本厚木駅には一定の色しかなく、寂し

い感じがするので、少しの量でもいいと思う

ので、色鮮やかなカーネーション、パンジ

ー、マーガレットなど季節に合ったお花を、

改札口、または標識のあたりのスペースがあ

いていると思いますが、そこに花壇をつくる

のは難しいと思うので、植木鉢などのお花を

欲しいと思っています。

質問します。本厚木駅にお花が欲しいとい

うことについて、実現できるか教えてくださ

い。

○19番 宮渕 萌議員 （登壇）厚木小学校

の宮渕萌です。よろしくお願いします。

厚木市にはたくさんの小学校があります。

しかし、児童数はそれぞれ違います。これら

を同じにするために、マンションを建てる場

所を考えてほしいと思います。なぜなら、１

クラスにたくさんの児童がいるのはとてもよ

いことですが、先生の目が届きにくくもなる

からです。どの学校の児童数もなるべく同じ

になるようにマンションを建てればよいと思

いました。

質問します。厚木市の小学校の児童数をな

るべく同じにする方法があれば教えてくださ

い。

○20番 宮本杏彩議員 （登壇）相川小学校

の宮本杏彩です。よろしくお願いします。

私は、なぜアミューをつくろうとしたのか

と、なぜアミューという名前になったのかを

質問します。なぜかというと、アミューとい

う施設にいろいろな期待を持っているからで

す。

私には夢があります。美容師になりたいと

思っています。これからアミューのような施

設でいろいろな勉強をしたり、人と交流し、

おしゃれなどを学べる施設がもっとふえたら
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いいなと思います。

あと、私はお買い物によく行きます。です

が、私の兄弟はあと３人いて、お母さんはと

ても大変そうです。お買い物がとても楽しめ

る施設がもっとふえたらいいなと思います。

質問します。なぜアミューをつくろうとし

たのか、なぜアミューという名前になったの

か教えてください。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）南毛利中学校・岡

本紗弥議員から、もっとたくさんの人が使い

やすいバスセンターにできないのかとのご質

問ですが、現在のバスセンターは、昭和59年

に厚木市が建設し、約30年が経過していま

す。その間、利用者の方々の通行の安全性や

利用しやすい施設となるよう、何度か整備を

行ってきました。今後も、交通安全、福祉、

防犯、環境面など幅広い視点から、施設の整

備や適正な維持管理を行い、安心安全で使い

やすいバスセンターになるように、バス事業

者とも連携を図り、岡本紗弥議員の優しい気

持ちを参考にさせていただき、皆様から愛さ

れるバスセンターを目指していきます。

次に、南毛利中学校・小坂麻衣議員から、

本厚木駅にお花が欲しいとのご質問でござい

ますが、本厚木駅は１日約14万3000人が利用

している厚木市の表玄関であります。まちの

玄関でもある本厚木駅にきれいな花を飾るこ

とで、毎日駅を利用する会社員や学生さん、

また、厚木市を訪れた方々の目を楽しませ、

心を癒やし、元気な気持ちにしてくれると思

います。大変よいアイデアだと思います。

一方、花は生き物ですから、毎日きちんと

手入れをして育ててあげることが必要となり

ます。本厚木駅周辺の道路や公園の花壇で

は、ボランティアの皆様による花を育てる取

り組みが既に行われていますので、本厚木駅

連絡所のえきちょこや、新しくできましたあ

ゆコロちゃん広場など、本厚木駅構内でも同

じような取り組みができるよう、市民の皆様

や小田急電鉄と協力しながら検討していきた

いと思います。そのときは小坂麻衣議員にも

ご協力をお願いします。

次に、厚木小学校・宮渕萌議員から、厚木

市にはたくさんの小学校がありますが、児童

数がそれぞれ違います。これをなるべく同じ

にするために、マンションを建てる場所を考

えてほしいとのご質問でございますけれど

も、市民の皆様が気持ちよく快適に暮らせる

ように、住宅を建てることができる場所、工

場を建てることができる場所、農業をする場

所など、土地の使い道は法律で決められてい

ます。厚木市はとても広いまちですが、マン

ションを建てることができる場所は、本厚木

駅周辺や幾つかの地域に限られています。ま

た、地域によって子供たちの多いところや少

ないところがあり、その数は毎年少しずつ変

わっています。

宮渕萌議員の質問のように、児童数はなる

べく同じになったほうがいいと思いますが、

マンションを建てる場所を調整して厚木市の

小学校の児童数をどこの学校でも同じくらい

にするのはなかなか難しいことです。児童数

を同じにするためには、隣り合った学校を一

緒にしたり、１つの学校に通う地域の大きさ

を見直したりするという方法がありますが、

今、厚木市では、いろいろな角度から見直し

を進めているところです。小学校の児童数は

多い学校も少ない学校もありますが、それぞ

れのよいところを生かし、みんなで楽しく勉

強できる学校をつくっていきましょう。

次に、相川小学校・宮本杏彩議員から、な

ぜアミューをつくろうとしたのですか、なぜ

アミューという名前になったのですかとのご

質問ですが、平成20年に厚木パルコが閉店

し、鉄板による仮囲いをされた状態が長い期

間続き、多くの市民の方々から、中心市街地

のにぎわいを取り戻してほしいとの強い要望

がたくさんありました。そのため厚木市は、

厚木パルコがあったビルを買い、建物の中を

直して、アミューあつぎとしてことし４月26

日にオープンしました。

アミューの名前ですけれども、市民の皆様

に厚木市の広報やホームページで呼びかけ、

応募があった284の名前の中から市民の投票

で一番に選ばれたのがアミューであります。
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アミューのＡは集まるとか遊び、もちろん

厚木のＡであります。２番目のＭは未来のＭ

です。ＹＵは夢。アミューはそれらを組み合

わせた言葉であります。多くの皆さんに学

び、遊び、買い物を楽しんでいただけるよ

う、未来へ向かって人と人とが交流をし、さ

まざまな夢を広げられる施設となるようにし

ていきます。

また、アミューあつぎでは、あゆコロちゃ

んグッズを初め厚木の名産品を多数販売して

います。あゆコロちゃんは、厚木の魅力をＰ

Ｒするシティセールス大使として日々大活躍

をしています。宮本杏彩議員を初めあつぎ子

ども議員の皆様も、あゆコロちゃんの応援を

よろしくお願いいたします。

なお、宮本杏彩議員におかれましては、ア

ミューあつぎにおいて人との交流を通じおし

ゃれのセンスを磨いて、素敵な美容師さんに

なっていただきたいと思います。

○石井芳隆議長 以上で第５グループの質問

を終わります。

次に、第６グループの質問に移ります。

厚木中学校・三好悠太議員。

厚木中学校・幸田波月議員。

厚木小学校・瀬戸大雅議員。

厚木小学校・藤川瀬名議員。

○21番 三好悠太議員 （登壇）厚木中学校

３年の三好悠太です。よろしくお願いしま

す。

僕があつぎ子ども議会に出させていただく

質問は専門店についてです。

厚木市には、アミューやイオンなど複合施

設に専門店はありますが、種類が少なく、選

択の幅が限られてきます。特にＣＤショップ

が駅周辺には少なく、駅郊外まで足を運んで

いると聞きました。また、スポーツ専門店で

は、下荻野にあるＤＥＰＯか平塚のスポーツ

専門店に行くなど、足を運ぶように思えま

す。最近なくなってしまったサーティーワン

アイスクリーム店など、食に関する専門店も

少なくなっているので、もう少しふやすこと

で、暮らしがもう少し便利になると思いまし

た。

質問します。駅周辺に専門店をふやすこと

ができないか、教えてください。

○22番 幸田波月議員 （登壇）厚木中学校

の幸田波月です。

私は、友達と遊ぶとき、厚木市内の施設で

は物足りないと思うことがあります。少し遠

くまで行って大きなショッピングモールなど

まで遊びに行くことがあるからです。厚木市

内にそのような施設があったら、ほかの市か

ら来る人がふえたり、市内の人もたくさん来

ます。厚木市がより盛り上がると思います。

そしてたくさんのお店が入れば多くの年齢の

人が利用できます。そして厚木市の経済発展

にもつながるのではないでしょうか。

質問します。厚木市内の施設について教え

てください。

○23番 瀬戸大雅議員 （登壇）厚木小学校

の瀬戸大雅です。よろしくお願いします。

僕は今バスケットをしているのですが、厚

木には大きなスポーツ店がないと思いまし

た。あったとしてもミロードなどに少しある

くらいで、バスケットの用品がありません。

僕が膝にけがをしたときにサポーターが必要

でしたが、厚木にはなく、海老名に行かなけ

ればなりませんでした。近くにあればすぐに

買いに行けると思いました。

そこで質問します。厚木に大きなスポーツ

の専門店はできないのですか。また、そのよ

うなものを建てる予定はないのですか。これ

らのことについて教えてください。

○24番 藤川瀬名議員 （登壇）厚木小学校

の藤川瀬名です。よろしくお願いします。

僕はＢＪというチームでサッカーをしてい

ます。ＢＪ以外にも厚木には強いチームがた

くさんあって、サッカーの上手な友達は、厚

木市内のチームではなく、ベルマーレやマリ

ノスといったクラブチームでもサッカーをし

ています。もちろん厚木市にも選抜チームは

ありますが、将来的には厚木を離れてサッカ

ーをしていると思います。

厚木にもクラブチームがあれば、厚木の上

手な人たちは地元のクラブチームに入って活

躍できるし、そうしたら厚木のＰＲにもつな
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がると思います。クラブチームがある駅をお

りると旗やポスターが張ってあり、まちが一

丸となっている印象を受けます。本厚木はロ

マンスカーもとまるし、高速道路のインター

もあり、人が集まりやすく、何より厚木に住

むみんなが元気になり、さらに活気のあるま

ちになると考えます。

厚木にもＪリーグチームをつくることでメ

リットはたくさんあると思います。ぜひ厚木

市を挙げてチームをつくりませんか。ご意見

をお聞かせください。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）厚木中学校・三好

悠太議員から、スポーツの専門店、音楽、絵

などの専門店をもう少しふやすことはできま

せんかとのご質問でございますが、厚木市で

は、商業の活性化と振興を図ることを目的

に、商店会や新たに出店する店舗に対し補助

金による支援を行い、まちのにぎわい創出に

努めているところです。

専門店の出店に当たっては、ライフスタイ

ルの変化によって、市民の皆様が親しむスポ

ーツや音楽などは多様化しており、市場経済

における売り手と買い手のバランスが大変重

要となります。こうした中で、さらにスポー

ツ専門店等をふやすための環境づくりの１つ

として、三好悠太議員を初めより多くの市民

の皆様がスポーツや音楽活動などへの関心を

高め、親しんでいただくことで愛好者をふや

していくことが、専門店が進出しやすい環境

につながるものだと思います。

そのため、厚木市では、市民の皆様がみん

なで楽しめるスポーツ活動に参加できるよう

な場づくりや、音楽、絵画など文化芸術活動

に親しみ、心豊かな暮らしができるような取

り組みを積極的に展開していきます。そし

て、皆さんと一緒にスポーツや音楽活動など

を通じて元気で明るく楽しいまちを目指して

いきたいと考えています。

次に、厚木中学校・幸田波月議員から、厚

木市内に多くの年齢の人が利用できるような

大きなモールなどをつくることはできません

かとのご質問でございますが、厚木市では、

子どもからお年寄りまで多くの世代の皆様が

交流できる場としてアミューあつぎをことし

４月26日にオープンし、皆様に音楽などのサ

ークル活動や映画鑑賞などに利用していただ

くとともに、買い物を楽しんでいただいてい

ます。

また、東名厚木インターチェンジの近くで

は、企業誘致を積極的に進めたことにより、

皆さんもよくご存じの衣類の店や家電販売店

などがオープンいたしました。睦合中学校の

近くでは大型ホームセンターや大型スポーツ

専門店がオープンし、多くの市民の皆様にご

利用いただき、まちのにぎわいを創出してい

ます。こうした商業店舗の出店は、働く場の

確保や人口の増加につながるなど、今後の厚

木市の発展に大きく寄与するものです。

今回ご提案いただきました大きなショッピ

ングモールにつきましても、出店しやすくな

るような支援制度の充実や建設用地の創出に

積極的に努めてまいりたいと思っておりま

す。

私は、厚木市のリーダーとして、これから

も厚木市を元気でにぎわいのあるまちにする

ために、本日お集まりの厚木の未来を担う幸

田波月議員を初めあつぎ子ども議員の皆さん

と一緒に、まちづくりについて全力を尽くし

ていきたいと思います。

次に、厚木小学校・瀬戸大雅議員から、厚

木に大きなスポーツの専門店はできないので

すかとのご質問でございますが、スポーツ活

動は、小・中学生の健全育成を初め市民の皆

様の健康増進などに大変効果があると考えて

います。厚木市といたしましても、厚木市ス

ポーツ推進計画を定め、より多くの市民の皆

さんがスポーツ活動に参加できるよう取り組

んでいるところです。

現在、市内には数店のスポーツ店と、市内

下荻野には大型のスポーツ専門店があり、多

くの来客があると聞き及んでおります。こう

した中で、さらにスポーツ専門店をふやすた

めの環境づくりとして、商店会や新たに出店

する店舗に対する補助金等の支援体制の充実

はもとより、子どもから高齢者まで、さまざ
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まな年代の市民の皆様が多様なスポーツを楽

しんでもらうことで、スポーツ人口が増加

し、需要もふえていくことが、専門店の進出

につながってくるものと思います。

2020年にはオリンピック・パラリンピック

が東京で開催されることはご存じのことと思

います。瀬戸大雅議員を初めとして厚木市の

小・中学生の皆様には、これからも大きな夢

と希望を持ってスポーツ活動に励んでいただ

き、ぜひとも厚木からオリンピック選手が登

場することを楽しみにしています。

以上でございます。教育関係については教

育長からご答弁申し上げます。

○石井芳隆議長 教育長。

○平井 広教育長 （登壇）厚木小学校・藤

川瀬名議員から、厚木には、なぜＪリーグチ

ームがないのですか、ぜひつくってください

とのご質問でございますが、今、厚木市に

は、プロのサッカーチームはありませんが、

湘南ベルマーレのホームタウンになってお

り、応援をしています。現在チームはＪ２の

首位を独走中で、このままいけば来年はＪ１

に昇格できるものと思います。

厚木市にＪリーグチームができれば、人々

に夢と楽しみを与え、市民の皆様にとっても

すばらしいことだと思います。また、Ｊリー

ガーは全国のサッカーファンの憧れであり、

目標でもあります。日本のトップクラスであ

るＪリーグチームをつくるためには、チーム

を応援してくれる多くの市民の皆様、そして

会社に支えていただくことが必要でありま

す。チームとしても幾つものステップを乗り

越えて初めてＪリーグチームとして認められ

ます。大変難しいことではありますが、これ

らの環境が整うのであれば、夢がかなうもの

と思います。

藤川瀬名議員も、スポーツを通じて、これ

からも体力づくりや仲間づくりに励んで、自

分の夢や希望に向かって進んでください。

○石井芳隆議長 以上で第６グループの質問

を終わります。

ただいまの第４グループから第６グループ

の質問に対する答弁について、子ども議員か

ら再質問はございますか。―別になければ

以上で終わります。

ここで10分間休憩いたします。

午後３時10分 休憩

午後３時20分 開議

○石井芳隆議長 再開いたします。

第７グループの質問に移ります。

荻野中学校・ティンカークリスティーンシ

ャロン議員。

厚木第二小学校・福山友莉香議員。

厚木第二小学校・吉岡聖伶菜議員。

厚木小学校・西山理子議員。

○16番 ティンカークリスティーンシャロン

議員 （登壇）荻野中学校のティンカークリ

スです。よろしくお願いします。

私が疑問に思っていることについて質問さ

せていただきます。なぜ厚木市の中学生に

は、登下校や部活動の遠征で自転車の使用が

許可されていないのでしょうか。

１つ目は、私個人として、荻野運動公園や

南毛利スポーツセンターに遠征で行くとき、

バスよりも自転車のほうが便利だと思いまし

た。２つ目は、同級生は片道４キロを徒歩で

通学してきています。ことしは受験生のた

め、登下校の時間を短縮するために自転車を

使用したいと言っています。３つ目は、交通

ルールがあやふやな人たちが多いので、義務

教育が終了するまでに正しい交通ルールを身

につけるべきだと思います。加えて母も、中

学生にもヘルメットの着用を徹底するべきだ

と申していました。自転車が通学や遠征にも

使用できるなら、交通ルールも身につきやす

いと確信しています。以上３点を超える反対

の理由があるのでしょうか。

質問を繰り返します。なぜ厚木市の中学生

には登下校や部活動の遠征で自転車の使用が

許可されていないのでしょうか。教えてくだ

さい。

○17番 福山友莉香議員 （登壇）厚木第二

小学校の福山友莉香です。よろしくお願いし

ます。

私は、全国学力テストで秋田県が１位なの
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はどうしてなのか疑問に思っていました。最

近、新聞の記事で、秋田県が学力向上のため

にいろいろな取り組みをしていることがわか

りました。

質問します。神奈川県の学力の向上や学習

の意欲を高める環境づくりに当たって厚木市

が行っていることは何ですか。教えてくださ

い。

○25番 吉岡聖伶菜議員 （登壇）厚木第二

小学校の吉岡聖伶菜です。よろしくお願いし

ます。

ニュースで、ある市の小学生同士が交流

し、他校と触れ合っていました。このような

交流を厚木市でやるといいと思いました。他

校の児童と仲よくなったり、いろいろな経

験、体験ができると思います。今後、厚木市

でそういうイベントをつくっていくことはで

きますか。

質問します。市内小学生交流の場設置につ

いて教えてください。

○26番 西山理子議員 （登壇）厚木小学校

の西山理子です。よろしくお願いします。

先日、厚木市で、ご飯を食べさせてもらえ

ず亡くなった子がいます。私たちの元気な姿

を、学校の行事などでの私たちの頑張りを、

市長さんが間をとって見に来てはくださらな

いかなと思いました。必ず学校のみんなはよ

り頑張れるし、市長さんも私たちも笑顔にな

ると思います。

質問します。カーニバルや授業参観などの

児童たちの頑張りを、間をとって見に来るこ

とはできませんか。教えてください。

○石井芳隆議長 教育長。

○平井 広教育長 （登壇）荻野中学校・テ

ィンカークリスティーンシャロン議員から、

なぜ中学生は部活に行くとき、自転車に乗っ

てはだめなのかとのご質問でございますが、

昨年度、学校から教育委員会に連絡のあった

中学生の交通事故の件数は18件で、そのうち

15件が自転車によるものです。特に土曜日や

日曜日に多く発生しています。このように危

険が多いため、安全性を優先し、自転車通学

は許可していません。また、部活動でも、荷

物が多いことや、帰るときは疲れていること

もあり、交通事故などに遭う危険性がより高

まることから、自転車に乗ることを禁止して

います。公共のマナーを守ることに気を配り

ながら、みんなでそろって会場に向かうこと

も大切な練習の１つです。部活動のときでも

学校の決まりをしっかり守って活躍してくだ

さい。

なお、ティンカークリスティーンシャロン

議員の言われるように、日ごろから正しい交

通ルールを身につけていくことはとても重要

です。学校では、授業や交通安全教室などを

通して正しい交通ルールを学んでいます。こ

れからも皆さんと力を合わせて、交通事故の

ない安心安全なまちをつくっていきましょ

う。

次に、厚木第二小学校・福山友莉香議員か

ら、学力の向上や勉強しやすい環境のために

市が行っていることは何ですかとのご質問で

ございますが、教育委員会では、皆さんが毎

日の勉強の中で、おもしろい、もっと学びた

いと実感できるよう、さまざまな取り組みを

進めています。その１つとして、先生以外

に、授業中に皆さんへ学習のアドバイスをす

る人や、学校の図書室でいろいろな本を紹介

する人など多くの方々に加わっていただき、

皆さんの学習を支援しています。また、パソ

コンや実物投影機、プロジェクタなどを学校

に置き、これらを使って楽しくわかりやすい

授業が行われるような環境づくりを進めてい

ます。

さらに、皆さんが快適な環境の中で勉強

し、学校生活を送ることができるように、全

ての小・中学校で教室にエアコンを取りつけ

たり、トイレを清潔で使いやすくしたりする

など、いろいろな工夫をしています。これか

らも福山友莉香議員を初め皆さんが笑顔で登

校し、学校で友達と触れ合いながらさまざま

に感じ、考え、学ぶことができる教育環境を

つくっていきます。

次に、厚木第二小学校・吉岡聖伶菜議員か

ら、市内小学生交流の場設置についてのご質

問でございますが、厚木市内の小学生が参加
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し、交流できるイベントとしては、ちびっこ

マラソンや駅伝競走大会、各地区の公民館で

開催される夏休み体験教室などがあります。

厚木市内のいろいろな学校から多くの小学生

が参加し、スポーツやものづくり体験などを

通して交流しているところですが、皆さんに

もっと知ってもらえるよう、いろいろな方法

でお知らせしていきたいと思います。

また、和田傳文学賞やこどもアート展、厚

木こども科学賞など、たくさんの小・中学生

の皆さんが参加できる文化的なイベントもあ

ります。吉岡聖伶菜議員が言われました小学

生同士が交流し触れ合うことはとても大切な

ことだと思いますので、これからももっと多

くの皆さんが参加しやすく交流しやすいもの

になるよう工夫していきたいと思います。

○石井芳隆議長 市長。

○小林常良市長 （登壇）厚木小学校・西山

理子議員から、カーニバルや授業参観などの

私たちの頑張りを、間をとって見に来てはく

れないでしょうかとのご質問でございます

が、今回、大切な幼い命が失われるという事

件が発生しました。大変心を痛めているとこ

ろでありますし、多くの皆様にご心配をおか

けしました。

市長としての私の役目は、皆さんが楽しく

元気に学校生活を送ることができるよう、よ

りよい環境をつくることであります。そのた

めに、皆さんの学校生活の様子を見ること

も、私が大切にしていることの１つでありま

す。これまでも、小・中学校の行事や学校以

外での活動などさまざまな場面で、皆さんの

頑張っている姿を見させていただいていま

す。

また、文化やスポーツの大会などで優勝し

たり代表に選ばれたりしたときには、その報

告のため、市長室に私を訪ねてくださる方も

多く、活躍されたお話を聞くたびにとても感

激し、私のほうが力をいただいています。こ

れからも、西山理子議員が言われるように、

できる限り、皆さんが元気で頑張っている姿

を見たり、直接お話を聞いたりしたいと思っ

ております。お邪魔させていただきますの

で、ぜひ連絡をいただければと。西山議員、

よろしくお願いします。

皆さんのことは、私だけでなく、ＰＴＡの

皆様や地域の方々など多くの大人が見守って

いますので、勉強やクラブ活動などに一生懸

命取り組んでいただき、楽しい学校生活をお

過ごしいただきたいと思います。

○石井芳隆議長 以上で第７グループの質問

を終わります。

次に、第８グループの質問に移ります。

厚木中学校・川島来実議員。

小鮎中学校・丸帆夏議員。

厚木第二小学校・内田榛平議員。

○27番 川島来実議員 （登壇）厚木中学校

の川島来実です。よろしくお願いします。

私がきょう質問したいことは、学校給食に

ついてです。中学校の給食をセンター式から

小学校のような自校式の給食にすることは可

能ですか。

理由として、センター式の給食と自校式の

給食を比べると、自校式の給食のほうが、学

校内でつくるため、安心感がより強まると思

います。また、給食を自校式に変えることに

よって、その学校独自の特色や味も生まれる

と思います。そして、自校式にすることで、

それぞれの学校行事の日程にも合わせやすく

なると思います。私たちにとっての利点だけ

ではなく、給食センターからの大きなトラッ

クが学校の周りを出入りすることが無くな

り、地域の方々への迷惑も減ると思います。

このような理由で、センター式の給食から

自校式の給食にすることは可能なのかを質問

します。

○28番 丸 帆夏議員 （登壇）小鮎中学校

の丸帆夏です。よろしくお願いします。

私は、学校給食についての質問をします。

私はこの春から中学校の給食を食べるよう

になりましたが、正直に言って、小学校のと

きと比べておいしくないと思います。そのせ

いか残食が小学校のころよりも多い気がしま

す。中学校の給食がおいしくない理由は、給

食センターの給食だからだと思います。私の

通っていた小学校は自校式給食でした。ほか
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の自校式給食の小学校だった人たちも、小学

校のほうがおいしかったと言っています。さ

らに、給食センターは自校式と比べて味のチ

ェックが十分にできていないという話を聞い

たこともあります。私はおいしい給食が食べ

たいです。そして給食がおいしくなれば残食

が少なくなると思います。

中学校も自校式給食にする予定はあります

か。教えてください。

○29番 内田榛平議員 （登壇）厚木第二小

学校の内田榛平です。よろしくお願いしま

す。

僕の学校では、エアコンが図書室とパソコ

ン教室と職員室に設置されています。教室に

は扇風機がついていますが、最近の暑さでは

扇風機を使用しても部屋の温度が全く下がり

ません。気象庁発表の日本の平均気温を調べ

てみたところ、2013年の気温は、1898年の統

計開始以降８番目に高い値となりました。

1990年以降、高温となる年が続出していま

す。僕たちに続く未来の後輩たちのために

も、エアコンを教室に絶対つけたほうがいい

と思います。

質問します。今後の厚木市の小学校へのエ

アコン設置について教えてください。

○石井芳隆議長 教育長。

○平井 広教育長 （登壇）厚木中学校・川

島来実議員から、中学校の給食をセンター式

ではなく、小学校のような自校式の給食にし

てもらいたいですとのご質問でございます

が、厚木市では、給食調理場の運営方法であ

る自校方式とセンター方式について、学校給

食の将来的なあり方を保護者の皆様にも一緒

になって考えていただき、小学校は自校方式

で、中学校は給食センターでの実施がいいと

いう報告をいただいています。現在、小学校

23校中17校まで自校方式になっています。

川島来実議員のご意見のとおり、自校方式

は、調理する人の顔が見える安心感や学校独

自の献立ができる利点があります。一方、給

食センターは、自校方式が修理などにより給

食がつくれないときに、かわりに給食をつく

ることができます。また、センター方式も学

校行事に合わせ給食を実施しています。

車両の出入りにつきましては、自校方式も

センター方式も同じですので、搬出入の事業

者には安全運転に心がけるよう指導していま

す。

どちらの方式もそれぞれ利点がありますの

で、これからも自校方式とセンター方式の２

つの方式を生かして、皆さんにおいしいと思

っていただける給食をつくっていきたいと考

えています。

次に、小鮎中学校・丸帆夏議員から、厚木

市内全ての小中学校で自校式給食にする予定

はありますかとのご質問でございますが、厚

木市では、小学校の自校方式の給食を平成13

年度から実施してきました。中学校はお弁当

を持参していただいていましたが、市民の皆

様の期待に応え、平成19年度から中学校給食

を始めました。中学校は残食が多いというご

意見ですが、神奈川県の調査において、小学

校と中学校を比較すると、神奈川県全体でも

中学生になると残す割合が高くなるという結

果が出ています。しかし、原因ははっきりと

わかっていない状況です。

また、自校方式のほうがおいしいと言われ

ることもありますが、給食センターでも、栄

養士が成長期の皆さんのことを考えて献立を

工夫し、調理員が一生懸命調理しています。

さらに、皆さんにお届けする前に味の確認を

しっかり行うなど、おいしい給食の提供に心

がけています。これからも自校方式とセンタ

ー方式の２つの方式を活用し、丸帆夏議員を

初めとして皆さんに楽しみにしていただける

ような給食を提供していきたいと考えていま

す。

次に、厚木第二小学校・内田榛平議員か

ら、教室のエアコンについて、今後、厚木市

の小・中学校にエアコンは設置されますかと

のご質問でございますが、児童・生徒の皆さ

んの学校生活が楽しく快適に送れるような環

境を整備することがとても大切だと考えてい

ます。市立の小・中学校へのエアコン設置に

つきましては、昨年、全ての中学校の教室に

設置しました。引き続き、ことしからの３年
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間で、全ての小学校の教室に設置をする予定

です。これからも皆さんが喜んで登校したく

なるような快適な学習環境を目指して取り組

んでいきます。

○石井芳隆議長 以上で第８グループの質問

を終わります。

ただいまの第７グループ、第８グループの

質問に対する答弁について、子ども議員から

再質問はございますか。厚木第二小学校・吉

岡聖伶菜議員。

○25番 吉岡聖伶菜議員 私の言った小学生

交流の場設置についてのことで再質問しま

す。

今現在、厚木市では、ちびっこマラソンな

ど他校と交流できるものがあるのを知りまし

た。では、これから他校と交流できる場をふ

やしていくことはできますか。教えてくださ

い。

○山田茂穂社会教育部長 それでは、スポー

ツの関係で私から答弁をさせていただきま

す。

現在、ちびっこマラソンや駅伝競走大会で

他校の生徒さんと交流できる場を設けており

ますけれども、ことしから新たにスポーツア

カデミーというものを実施することにいたし

ました。これはスポーツの底辺を広げるこ

と、また、アスリート、トップ選手をつくる

こと、こういった選手を育てる指導者の方々

を育成する事業で、その中で特に優秀なトッ

プアスリートを育成する事業の中では、小学

生、中学生を中心とした事業を計画していま

す。その中で、市内の小学生、中学生を対象

としたさまざまなスポーツの教室とかイベン

トを計画しております。

特に10月４日には、このスポーツアカデミ

ーの記念フェアを計画しております。こちら

はバルセロナオリンピックで陸上400メート

ルのファイナリスト、決勝に残られた選手の

方をお呼びしまして、講演と、その場で簡単

なトレーニングの方法を計画しております。

厚木市文化会館で700人の方を対象に行いま

すので、ぜひ参加してください。こういった

さまざまなスポーツを通じて、他校のお友達

と交流できる場をこれからも計画していきた

いと思います。

○石井芳隆議長 ティンカークリスティーン

シャロン議員。

○16番 ティンカークリスティーンシャロン

議員 先ほど部活動についての件ではわかっ

たのですが、やっぱり毎日４キロを徒歩で登

下校する生徒もいるので、それも考え、その

子も少しでも上の高校を目指したいと言って

いたので、多少問題にはなると思うんです

が、受験生には自転車の使用を許可していた

だく可能性は少しでもあるんでしょうか。

○宮崎昌彦学校教育部長 登下校と部活動の

自転車通学ということですけれども、特に先

ほども南毛利中学校の川原知真議員からも質

問がありましたが、厚木市内の中学生、ある

いは小学生の交通事故の中で自転車による事

故が非常に多い、そういう件数が高いという

ことが説明されましたが、ちょうど通学の時

間、登校、下校の時間は、通勤等の一般の車

も非常に多くて、事故に遭う可能性が高いと

思われます。皆様の命を守るのが第一ですの

で、登下校につきましても今までどおり、自

転車通学ではなくて徒歩、または徒歩でない

場合はバスの通学等も状況によっては認めて

おりますので、そういう公共の交通機関を利

用していただきたいということを考えており

ます。

○石井芳隆議長 以上で本日の日程は終了い

たしました。議員の皆さん、本当にお疲れさ

までした。すばらしい質問だったと思いま

す。

これをもちまして、厚木市制60周年カウン

トダウン事業第１回あつぎ子ども議会を閉会

いたします。

○山口美千代事務局長 皆様、本日は大変お

疲れさまでした。

ここで、厚木中学校・三好悠太議員、厚木

第二小学校・尾﨑舞菜議員より、子ども議員

を代表して感謝の言葉をいただきます。

まず始めに、三好悠太議員にお願いいたし
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ます。

○21番 三好悠太議員 厚木中学校３年の三

好悠太です。29人の子ども議員を代表してお

礼の言葉を申し上げます。

きょう、僕たちは、厚木市制60周年の記念

の年に、この厚木市議会本会議場に集まり、

将来のまちづくりや環境、福祉などいろいろ

な出来事について質問しました。それに対し

て、市長さんや議長さん、また、各部長さん

からわかりやすい答弁をしていただき、とて

もよい勉強になりました。

僕たちが住んでいる厚木市は、豊かな自

然、産業、経済など活気あふれるまちです。

僕は、このまちの自然や歴史、文化を受け継

ぎ、このまちの将来のため、たくさんの努力

をしていかなければならないと実感しまし

た。きょうの経験を今後の学校生活に生か

し、そして厚木市民の１人として、この自然

や郷土を愛し、みずから考え、みずから行動

する努力をしていきたいと思います。

以上、29人を代表してお礼の言葉とさせて

いただきます。本日は本当にありがとうござ

いました。（拍手）

○山口美千代事務局長 ありがとうございま

した。

続きまして尾﨑舞菜議員にお願いいたしま

す。

○５番 尾﨑舞菜議員 厚木第二小学校６年

２組の尾﨑舞菜です。29人の子ども議員の１

人としてお礼の言葉を申し上げます。

きょう、私たちは、厚木市の子どもたちを

代表して、市長さんたちにたくさんの質問を

させてもらいました。どの質問にも丁寧に答

えてくださり、とても勉強になりました。安

全のことや環境のこと、厚木市の将来像、

人々の交流、子育て支援など、たくさんの課

題に対して、小林市長さん、石井議長さんを

初め、各部長さんや、市民のために働く人た

ちの苦労や努力が初めてわかりました。きょ

うここに集まりわかったこと、感じたこと、

考えたことを、これからの学校生活や、家

庭、地域での生活にも生かしたいと思ってい

ます。

市民の１人として、厚木市がもっと活気に

あふれ、みんなが笑顔になるような環境を、

市長さんや地域の人たち、友達みんなとこれ

からもずっと守っていきたいです。みんなで

行動し、みんなが努力する、相手を思いやる

気持ちを大切にして、これからの厚木市をつ

くっていきたいと思います。

以上、子ども議員29人を代表して、お礼の

言葉とさせていただきます。きょうは本当に

ありがとうございました。（拍手）

○21番 三好悠太議員 一同起立。礼。

○山口美千代事務局長 ありがとうございま

した。

最後に、小林常良厚木市長から子ども議員

の皆様にメッセージをいただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

○小林常良市長 （登壇）ありがとうござい

ました。そしてお疲れさまでございました。

29人の議員の皆さんを代表して、三好悠太

議員、尾﨑舞菜議員、お礼の気持ちを伝えて

いただきまして、ありがとうございました。

この厚木市制60周年カウントダウン事業で

すけれども、きょうのこの場ができたのは、

後ろのほうにお座りの方もいらっしゃいます

けれども、厚木市議会の議員の皆様が、子ど

もたちの皆さんのために、この席に座って、

まさに生の声をお互い聞きながら、議会とい

うのはこういうものですよということを体験

していただこうということで準備していただ

いたところであります。その中心的な役割を

していただきましたのは、今、厚木市議会は

いろいろな議会改革を進められております

が、議会の在り方検討会というのがありまし

て、議会をもっとよくするためにどうしよう

ということで、いろいろ研究されている方で

す。その代表が、後ろにお座りですけれど

も、石井恒雄会長を中心に皆さんがご努力い

ただいてきょうできたことも、頭に入れてお

いていただければと思います。

保護者の皆さん、本当にありがとうござい

ます。長時間にわたりまして子どもたちの思

いを、また、私どものお話を聞いていただき

ましたことを改めてお礼を申し上げたいと思
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います。こういう関係がしっかりでき上がり

ますと、一つ一つ物事が前進していくのだと

思っておりますので、引き続きまして、ご指

導、ご協力のほどをお願い申し上げたいと思

います。

そして、きょうは学校関係者、学校の先生

方、校長先生を初め学校の皆さんにご協力い

ただきましたことに改めてお礼を申し上げさ

せていただくところであります。

きょうは、駅前にお花があるといいね、バ

スセンターの電気がもっと明るいといいね、

おいしい給食はどうしたらいいかね、そのほ

かたくさんお話をいただきました。ありがと

うございます。皆様の気持ちはしっかり受け

とめさせていただき、すぐできるものはすぐ

実行できたらいいなと思っておりますし、簡

単にできないものもあるのも事実でありま

す。しかし、大事なことは、皆さんがこうし

たいという思いを私どもが受けとめて、より

実行できるような形で進めていく、こういう

姿勢が大事だと思います。

冒頭、信頼を大事にしましょうというお話

をさせていただきました。こういうことを通

して、小学生、中学生の皆さんとさらに気持

ちが通じ合う、そういう厚木の社会でありた

い、そんな社会をつくり上げたい、こんな思

いを持って、皆さんへの感謝の気持ちとさせ

ていただきます。

本日はありがとうございました。

○山口美千代事務局長 ありがとうございま

した。

以上をもちまして、終了いたします。

午後３時54分 閉会

上記会議のてんまつを記載し、その相違な

いことを証し、ここに署名する。

議 長 石 井 芳 隆

子ども議員 菅 み の り

同 岡 本 紗 弥

同 小 坂 麻 衣

同 ティンカークリスティーン

シャロン


